
湯河原町交通不便地域解消の検討（案）について 
 

１ 現状 

 (1) 路線バス 

    箱根登山バス（株）、伊豆箱根バス（株）及び（株）伊豆東海バスの３社によるバス路

線が湯河原駅を中心に、北・東・西方向へ放射状に運行され、年間延約150万人に利用さ

れています。 

(2) コミュニティバス 

平成13年度に湯河原駅・真鶴駅を結ぶ区間で町営のコミュニティバスを設置し、現在

１日11往復運行し、年間延約７万４千人に利用されています。 

 (3） 交通不便地域 

    本町においては、全町的な路線バス網は整備されておらず、バス路線がないまたは、

バス路線まで遠いなど、交通不便地域が存在します。 

本町の交通不便地域は、別紙「湯河原町交通不便地域」のとおり、Ａ「温泉場地区」、

Ｂ「オレンジライン沿線」、Ｃ「城堀地区」、Ｄ「鍛冶屋地区」、Ｅ「吉浜地区」、Ｆ「川

堀地区」、Ｇ「福浦地区」に分類されます。 

 

２ 湯河原町公共交通に関するアンケート調査について 

 (1) 概要 

    平成27年11月に、今後の本町における公共交通のあり方を検討する目的で、本町に在

住する町民のうち、路線バス等が運行されていない地域の約2,200世帯を対象に、1,000

世帯を無作為抽出し、「日常での移動交通手段」や「現在のバス路線、自宅付近を路線バ

スが運行した場合の考え」等を調査しました。 

 (2)  調査結果 

・買い物・通院等の移動に不便を生じている。 

・現在は車を運転しているが、運転免許を返納後に移動手段がなく将来が心配。 

・坂道の多い地区等では、幹線道路でなく自宅付近まで来る交通手段がほしい。 

 

３ 湯河原町地域公共交通会議の設置と地域公共交通網形成計画の策定 

 (1) 目的 

    本町の交通不便地域の解消や公共交通の利便性の向上を目的とした、地域公共交通ネ

ットワークの再編について地域で合意形成し、地域公共交通網形成計画を策定するため。 

 (2) 設置のメリット 

   ・事業許可の処理期間の短縮。 

   ・国庫補助を活用できる可能性がある。 

 (3) 会議構成委員（案） 

※地域公共交通の活性化及び再生に関する法律第６条による。 

① 公共交通利用者の代表（湯河原町区長連絡協議会の代表等） 

② 学識経験者（大学教授等） 

③ 国の関係行政機関（国土交通省関東運輸局神奈川運輸支局） 

④ 県の関係行政機関（県土整備局都市計画部交通企画課、県西土木事務所、小 

田原警察署） 

⑤ 交通事業者（バス事業者、タクシー事業者、鉄道事業者等） 

⑥ 神奈川県交通運輸産業労働組合協議会 等 



資料３－１ 

４ 今後のスケジュール 

【平成28年度】              

①町内の公共交通に関する現況整理 

・地域特性、公共交通の現状、交通特性 

 計画の位置づけ 

②生活交通を取り巻く課題の整理 

・交通不便地域の解消 

③国及び県の関係機関との調整 

・許認可、補助金申請等について 

 

【平成29年度】 

①公共交通のあり方 

・町の交通について基本的な考え方 

・計画策定に向けての基本方針 

②計画策定に係る基礎調査を実施 

③運行方式について検討 

④運行詳細について検討 

・ダイヤ、運賃、事業収支等 

⑤実証運行について検討 

・費用、期間、許認可等 

 

 

 

 

 

 

 

 

【平成30年度】 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

【平成31年度】 

 

第７回地域公共交通会議 

・実証運行結果報告 

・運行実施計画（案） 

地域公共交通会議設置 

第１回地域公共交通会議 

・規程等の承認 

・公共交通の現状、課題 

・平成 27年度町民アンケート結果 

・今後の方針、スケジュール 

第２回地域公共交通会議 

・基礎調査方針 

・計画策定に向けての基本方針 

 

第３回地域公共交通会議 

・基礎調査結果報告 

・運行方式について 

第４回地域公共交通会議 

・地域公共交通網形成計画（案） 

・運行詳細について 

・住民意見の集約について 

第５回地域公共交通会議 

・パブリックコメント結果 

・地域公共交通網形成計画の承認 

第８回地域公共交通会議 

・運行実施計画の承認 

・運行開始に向けた詳細事項 

（地域公共交通会議等のスケジュール） 

 

 

パブリックコメントの実施 

地域公共交通網形成計画の策定 

実証運行実施 

・利用者意見の集約 

実証運行開始に向けた準備 

・地域住民説明会 

・運行ルート・区域の許認可 

・停車場の設置 

運行実施計画策定 

第６回地域公共交通会議 

・実証運行計画の承認 

・地域住民への説明について 

新たな地域公共交通の運行開始 

→利用者意見の集約 


